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私が理学療法士になったころは，画像といえば X線画像がほとんどであり，まれに解像

度の低い CT 画像を見る程度でした．その後，MRIやエコーなどが登場したかと思えば，
おのおのの画像の撮影方法の種類と精度は年々向上し，理学療法を行ううえで有用となる
画像情報は一気に増加しました．そのため，臨床に出ると多種多様な画像を見る必要に迫
られることとなり，学生時代にきちんと学習していなかったため困ってしまうという意見
をよく聞きます．学校の授業では，画像を教える先生は画像が正常か異常かという見かた
だけを教え，理学療法を教える先生は疾患の特徴を教えるために画像を示すだけで，どち
らも画像と理学療法を結びつけるような指導はほとんどなされていないのではないでしょ
うか．

そのような背景もあり，最近セラピストのための画像の見かたについての書籍が数多く
みられるようになりました．しかし，その多くは従来からの画像診断的要素が強いものを，
ところどころ理学療法士にもわかりやすく説明するに留まっています．そのため，画像所
見から何をすればよいのか，あるいは何をしてはいけないのかという示唆を与えるものは
ほとんどみられません．例えば，「骨折部を跨いで負荷をかけてはいけない」というよう
な，ごく初歩的な考えかたについても述べられているものはそう多くないと思います．

そこで，本書では「リハビリテーションに活かす！」という趣旨のもと，診断のための
書籍ではなく，画像から損傷組織をどう類推するか，運動療法の適応・禁忌をどう考える
かという，リハビリのための書籍をめざしました．画像の専門家でもなく，授業において
も十分な教育を受けていない学生や経験の少ないセラピストにもわかりやすいように，こ
んな画像のときにはどう考え，どう対処するというまさにリハビリに直結する形をとって
います．

医療画像の取得方法や基礎理論については，それを撮影する放射線技師（一部理学療法
士）に説明してもらっているので，理論的背景を知りたいときには参考にしてください．
また，医師はX線画像やMRIなどをオーダーする際に，それぞれの画像に何を求めるのか，
セラピストにはどのような点について注意して見て欲しいのかというように，チーム医療
のなかでの画像という点についても言及しています．

本書の構成は最初から読み解くような種類のものではなく，必要なところから拾い読み
していけばよいように構成しています．臨床で，あるいは実習で画像の理解に困ったとき，
実際の画像と比較しながら本書を見ていくと，画像を読むことの面白さや疾患像の理解が
ずっと深まっていくことが感じられると思います．

最後に，本書を作成するにあたり，ご尽力いただきました羊土社の鈴木美奈子様・大家
有紀子様に深謝いたします．
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